
出典元：内閣府・気象庁「南海トラフ地震-その時の備え-」

地震について

南海トラフで発生するとされる巨大地震（東海地震、東南海地震、南海地震）は、
約100年～150年程度の周期で、繰り返し発生しています。

南海トラフ沿いの大規模地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まったと評価された場合に、
気象庁から「南海トラフ地震臨時情報」が発表されます。
政府や地方公共団体などからの呼びかけ等に応じた防災対策を取りましょう。

繰り返し起きている（100～150年間隔）

昭和南海地震の発生から70年以上経過している（今後30年で70～80%の確率で発生）

M8程度以上の大きな地震

綾川町では最大震度6強を予想

特
徴

家具類転倒防止対策促進事業補助金について

地震が発生したとき、被害を最小限に抑えるには、
日頃から備え、地震の際の正しい心構えを
身につけておくことが大切です。

南海トラフ地震!

南海トラフ地震臨時情報が発表される場合の防災対応の流れ!

家の中の安全!

南海トラフの想定震源域またはその周辺で
M6.8以上の地震が発生

日頃からの地震への
備えを再確認する等

●日頃からの地震への備えを再確認する等
●国からの呼びかけ等にしたがって行動を

●警戒措置を解除し、さらに1週間、
　地震への注意措置をとる
●日頃からの地震への備えを再確認する等

南海トラフの想定震源域のプレート境界面で
通常とは異なるゆっくりすべりが発生した可能性（※3）

発生から5分～30分後

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

プレート境界の
M8.0以上の地震（※1） M7.0以上の地震（※2） ゆっくりすべり（※3） 左記以外

防災対応をとる必要あり 防災対応をとる必要なし

（※1）
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Ｌ型金具

1

3

2

家具と壁を直接固定するタイプ。
賃貸住宅には不向きです。

ポール式器具（つっぱり棒）
家具と天井のすき間に設置する棒状の
タイプ。壁などを傷つけずに固定できます。

ストッパー式器具
家具の前方下部に挟み、
壁側に傾斜させるタイプ。

照明
チェーンと金具を使って数箇
所止めましょう。蛍光灯は蛍
光管の両端を耐熱テープで
止めましょう。

通常の生活を送る
ただし、大規模地震が起きる可能性が
なくなったわけではないことに留意

地震の発生に注意しながら通常の生活を送る
ただし、大規模地震が起きる可能性がなく
なったわけではないことに留意

地震の発生に注意しながら通常の生活を送る
ただし、大規模地震が起きる可能性がなくなったわけではないことに留意

地震発生時における家具類の転倒等による
被害を軽減するために、家具類転倒防止器具
を購入し、居住する住宅に設置した方に対し
て１万円を上限に補助金を交付します。

※1：想定震源域のプレート境界でM8.0以上の地
震が発生した場合（半割れケース）

※4：ゆっくりすべりが観測された場合は、それが収
まったと評価されるまで

※2：想定震源域、またはその周辺でM7.0以上の地
震が発生した場合（ただし、プレート境界で
M8.0以上の地震を除く）（一部割れケース）

※3：住民が揺れを感じることがない、プレート境界
面のゆっくりとしたずれによる地殻変動を観
測した場合など（ゆっくりすべりケース）

家具・家電の転倒・落下防止

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）
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